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　　　　　　　　　　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一一lo醇adharma－parvan和訳研究（XVII）1

茂木秀淳

［224章vv・61－74XD232章vv．31－43，8541－8554，　K．238章vv．100－112）

（61）

（62）

（63）

（64）

　　クシャトリヤは行為を祭式とし、また2ヴァイシャは供物を祭式とし3、シュードラは奉仕

を祭式とするのに対し、再生族は苦行を祭式とする。（C£MBh．XH．230。12）

　　これらの祭式の規定（vidhi）は、トゥレーター・ユガにはあるが、クリタ・ユガにはない4。

もろもろの祭式は、ドゥヴァーパラ・ユガにおいて、そしてカリ・ユガにおいても蓑退する。
（Cf，M．Bh．XII．230．15ab）

　　（クリタ・ユガにおいては）人々は、異なるダルマをもたない5。リグヴェーダ、サーマヴェー

ダ、ヤジュルヴェーダも（異なるダルマをもたない）。欲望の繁栄を三分たちがなすべきものと

は）溺のものと見て6、もろもろの苦行によって苦行のみが（実践される7）。（C£MBh．XH．230．8）

　　トゥレー蜂起・ユガにおいては、しかし、それらすべては8大きな力をもって現れ9、動か

ぬものと動くものをあらゆる面で支配するlo。（C£MBh．XII．230．14）

　　1本稿は『叙事詩の宗教哲学LMoksadharm＆一parvan和訳研究（XVD一』（信州大学教育学部研究紀要第100号

2000年8月）に続くものである。略号などは前稿に準じ、本稿で用いるものは以下のようである。

⑳

⑦

⑧

o

㊤

⑧

㊥

⑧

の

1｛opkins11901］：氾．W．　Hopkl穀s，｝b8α一∫8cた吻μ8加∫加（｝脚∫ゆfc，　JAOS　voL22，　pp．333－379，1．901．

｝夏opkins［1901－21：EV軟至｛opkiIIs，八b∫θ30π漉εCソ8’δ9レα！α’篭漉8みπ認みαcαパ∫α，8∫c．，JAOS　voL22，　PP，380－389，

190王．

S6・ense・〔1・・dex1・S・S6・e11・e・，　A・・1・d・x　t・th・N・m・・i・1h・M・h5bha・・t・，　with　Sh・且E・pl・natl…a，d。

C…c・・d・nc・t・lh・13・mb・y・・d　C・1・瞭・団iti・照・・d　RCR・y’・r玉ヤ・1・s畳・甑L・ndQ・，1904．（R・p・illt・d・D・1hi

1963，1978）

Vbdic　hldex：A人Macdonell　and　A．B，Kcl芝h，　V¢dic　lndex　of　Names　and　S呵ects，2vols．，　LondQn，19茎2．

H…［19221・G・・唱・C・O」・1・a・・Recurrellt・nd　Pa・11・1　Pass・g・・温he　P翻P・韮Up・・i・h・d・a・d｛h・Bh・g謝一

G町鳶，JAOS，voL42　pp．1－43，1922，

Johnston［王9371：E・｝至・Johnsto韮｝，　Early　S互mkhya，　London，1937．

Edgerlon【1965董＝EEdger£011，　The　Begl揃｝1鷺gs　of　bdiall　Ph110sophy，　Liverpool，　Londo1｝，　Prescot，1965．

αivelle［1993］：PO韮lvelle，　The入鍾rama　System，　Oxfbrd，1993．

｝lara［19971：Minoru猛ara，∫《〈め∫80η∫ん8　Gψα5！乃灘’η〃τα’，　Lex　et　Li1terae；Studies　l竃｝Honour　of　Profbssor

Oscar　Bot｛o，　Tbri：婁。，　PP．221－235，1997．

　　2Ptatha　D．，K．：smrt護h

l訟鵬惣謀議器諜露悪武器欝1雛鵬、1騰1．、、h、，ap，葎
v輿aprav顧a韮｝am／tac　ca　tretay盃m　eva　na　tu　k．燵e／sva覧a　eva　laぼa　tatslddheb／　Cs．（reading　avidhls）a韮田Slha亘lavl韮ayam，

yath亘vad　anu§書b夏11…重bh蕊val｝／

　　5・pτth・gdh・蘭・C・．・p婬h・gdh鍵麟・・d・・itaniS鋤／

襯1叩き。囎潔灸r躍騰膿繍織鐸誌黙。，，
　　8P・・囎流・t・D，，K、：s・搬・・tay・C・．　s・m・・t匪b・・w・t・y嫡d。y。h／

　　’m・hab鋤C・・m・h亘b・1・・va甲y晦dT卿m嚢1・・y・k註m・sy・蜘hy盛・／…eva・・h誕vaゆ9・m議⑳sa脚1－

t五rah／

1δ…pya・・盈・Q　C・．、a甲y繍。dh。，傭、，展，、h／



22 信州大学教育学部紀要Nα101

（65）これら（ヴェーダ）は、祭式・ヴァノけと同様にll、トゥレーター・ユガでは力弱まり（sa蜘ta）、

　　そして（tu）、寿命の短縮の故に12、ドゥヴァ・一パラ・ユガにおいて衰微する。（CfMBh，XH230．14）

（66）　カリ・ユガにおいては、すべてヴェーダは、（部分的に）見られることもあるが、（全く）見

　　られないこともある。そして唯一のダルマの堤防であった13ヴェーダは、祭式と共に消滅す

　　る。（C£MBh．XH230．15c－16b）

（67）　しかし、クリタ・ユガにおけるダルマは、（カリ・ユガにおいては、）活力あり、熱力あり、

　　知識あるバラモンの問で確立されているのが見られる。

（68）　それぞれのユガにおいて、自己のダルマに基づくヴェーダの言葉は、ダルマと誓約とに結びつ

　　くことなく（？）圭4、ダルマに従いユガに従って変化する15。（C£MBh．XH．230．17，　HopkinslGreat

　　Epic】P．3，fln．2）

（69）　あらゆる動くそして動かぬ16生き物は雨季に雨によってたくさん創造されるのと同様に、
　　ダルマもユかごとに（数多く創造される）。（C£MBね．X翌．230．18）

（70）　前面には、様々な姿の季節の特徴が、それぞれ（季節が）進むうちに、児られる。ブラフマ

　　ンの昼と夜に夏7おいても同様（にさまざまなダルマが見られる）。（季節の比喩はManu　1．30に

　　も見られる。）

（71）　時の多様さ、そして無始無終は定まっている。かって汝に告げられたもの、それ（時）が18も

　　ろもろの生き物を生み、そして食：べる。（CLMBh．XH．230．19）

（72）　統御と自制が（？）L9、誕生に際して生き物の位置を規定する20。（生き物は、自性と）反認の

　　ものと結びついても、自性によって21、様々に存在する。（C£MBh．XH230．20）

（73）　創造・時・行為・ヴェーダ・行為者・為すべきこと・行為・結果22、（これら）汝が私に尋ね

　　たことはすべて、息子よ、汝に語った23。（C£MBh．XH．230．21）

（74）　今や、（ブラフマンの）昼が玄り、夜が始まった時の、（世界の）帰滅について語るとしよう。

　　そして、いかにして～切の支配者が（vi§vam　T≦var的）、この極めて微細な大我を創造したのか

　　を（語るとしよう）。

（75）　天において七つの太陽が24、火の光線によって燃えると、その時にこの一回目世界はすべ

　　てその光線によって燃え尽きる圃va】ya効。

［225章］（D．233章vv349、8557－8574，　K．239章vv349）

ヴィヤーサは言った。

　uR　hy　ete　y勾漁va町亘s　tathaiva　ca　D．，K：．＝ved註y勾撫var⑫6ram互s　ta庄h盃

　12sa即［rodhad亘yuSas　　Cs．　sarprodh巨t　hr衰sまt／

　正3P　keval亘dharmasetava辱　D．　keva1蕊’dharmap逓毛灘　　D．　keva聴dharmap了φt飾　　Cp．（reading　keva1亘dharma炉φ一

tah）kevalena　sa甲P這rpen五dhar照eりa　p瑚it互琢／

　14P　adharmavratasa甲yoga燐　　D．　sadharmavratasa甲yQga甲　　K：．　sa　dharma尊pra掘sa恥yoga単　　Cp，　sadharma－

VrataSar；｝yOgarp　yath…i　Syεt　tatha／

　15P，K＝vikriyante　D．　vikrlyate　Cs．　v｛klldya甑e（for　vikriyante），　bahu1亘bhavallti　鼓．　vaidik衰api　svarga簸ma

eva　yak§ya磁e　dv亘pare　putr亘dlk豆m琶eva　kalau≦atrumara皐adlk盃m亘eveti　yuge　yuge　lty　asyコrth晦ノ

　16ja柱hgamasth蕊ni　Cs．　ja鋤gamasth珈i斑atsyama塾面kakhadyQt蕊dτnl，碑a嘘udhau§adhadτni／

　17R　brahm盃har亘磁輿　　D．，K＝brahmahar置di亭u　Cv。　brahm匪harまd醜br狂h田a辱的ah蚕！1i，　din亘ni〔e頭瓢巨di写u／

aho戯risuが正しい語形。しかしそうするとdの韻律が一＋＋と不規則になる。
　18tat　c句のyatに対応すると考えられるが、1）uessenは、　yatはab句と関連させて「そのことは汝に告げら

れた」と理解し、tatはBrahmanとしている。
　LgR，K：sa甲yamo　yam毎　　D，　sa鵬ayo　matam

　20P：dadh亘t重prabhave　sth盃na甲　　 D．　dadh亘ti　bhavati　sth温識a甲　　｝（．　dad蕊ti　b翁av田1asthana導　　Cs．　etad　dhi　eta圭k盃la－

nan盈tvam／＿／k灘apπy盃yeηa　j亘yante　vardhante　mriya撮e　cH／

　2Lsvabh且veaa玉va　　CP．　svabh亘vo’vidy蕊／tenaiva　bh旦gavadVIk二二ena／

　22R　sarga奪k灘罐kriy盃ved的kart衰k蕊rya卑kriy亘phalam　Kl，　sargak亘lakriy置ved的kart亘karya卑kriy五phala窪｝　D．

ははっきりしないが、N．を見る限り大体K，と同じようである。
　23D．232章とK．238章はここで終わっている。次の2つの詩餓はD．233．1－2，　K239．1－2に対応する。

　24R　s極ryお　D．，Kl．：sUryas　D．とK．は複数は数詞で表している。
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（1）　生き物は、動くものも動かぬものも、最初に地の中へ消滅して、地の性質に至る25。

（2）　そして、あらゆる動くもの動かぬものすべてが消滅すると、その時地は、木もなく26草も

なくなって、亀の背のように見える。

（3）　さらに地の属性である香りを水が取る時、香りを敵られた地は消滅すべきものとなる。

（4）　その時、水は、波を伴い豪音を発して進む。この盤の一切を満たした後、静まったり動い

　　たりするのである。

（5）　水の属性もまた、友よ、火が奪う。その時、属性を取られた27水は、火の中に消滅する。

（6）　中空にある太陽を炎ある火が覆うとき、この世のすべての天空は火で満たされ、燃え上

　がる。

（7）　火の属性である色も風が奪う。その時、火は静まり、大きな風が激しく吹く。

（8）　その時、風は自らの生じた（？sa導bhava④根源に28達した後、下方、上方、斜めにとナ方

　に吹く。

（9）　風の属性である接触も、虚空が飲み込む。その時、風は静まり、虚空が，音を発さずに29存

　在する30

（10）　虚空の属性である音声を、顕現を本性とする3iマナス（manas思考器官）が（飲み込む）。マ

　　ナスの顕現したものを未顕現が（飲み込む）32。それがブラフマンへの帰滅である33。

（H）　それ（心）が、（月？）自らの属姓に入った後、月がマナスを飲み込む34。マナスが静まると、

　　大我は月の中に留まる35。

（12）　それを36長い間願望が支配する。願墓は心を37飲み込む。そしてそれをこの上なき知識が
　　（飲み込む）。

（13）　時は知識を飲み込む、時は力を38（飲み込む）、と天啓聖典に伝えられている（c£Chandogya

　　U7．8．1）。時はカを飲み込むが39、その時を、賢者は支配する。

　25bh嚢mitvam　upayantl　Ca．　bhUmitvam　upay議nti，pra豆ay謡na豆adagdh蚕nl　bhumyeka忌es葡bhUnlau　1丁試掘bhava紐1／

　26R，K．：aka與ha　　D．11irvζks嚢

　27P　ta雌甜agu順　D．，Kl芝adatv甜agu頃　Rのsalldhiは不規則。韻律上の配慮か。　D．，K．はhlatus　breakerと

してtuを挿入し、　sandhiを規則的にしている。

　28R，K．＝mOlam　D．　svan徽

　2gPL，Kl．：n亘nadat　　D．11adava毛

　30D．，K．はこの後に次の詩飾を挿入している。

　　　　　　arαpam　aras㎜aspar6am　agandha珊照ca　m鳶rml恥at／
　　　　　　sarvalokapra口ad孟圭a甲kharp　tu　t呈§誓ha｛呈籍衰davat（K．1露na（玉at＞〃

　3iabhlvyaktatmaka群　Cn．　abhivyakt互tmaka単諏bd嚢disth灘asarva繭yarOpam／　Cs　abhivyaktatmaka甲，　abhlvyak．

ta！p恥ah離vam　atmasvarOpa【p　yasya　tat　man碑，　aha敏羅ra6abda恥grasatτty　anuSahgab／　K．はab句とcd句の開に

次の詩締を挿入している。

　　　　　　grasatc　ca　yad且so’pi　z五！nya磁prat重sarpcara取／

　32manaso　vyaktam　avyakta群　Ca．　manaso　yad　vyaktam　api　r肖pa甲tad　avyaktalp　indriy五gr五hyam／

　33R　br衰hmab　sa　pr段tisa甲cara辱　D．，K：br温hma辱sarpp臓tisarpcara辱　Ca．　sa　eva　bhUt盃n亘m　tadgu願韮｝a甲ca　ma穀asi

layar西pal⊃pratisa甲caraりpra託aya睡，　br五hma尊brahma照lmlttk晦brahma6ayanasamayabh盈vitvat／　Cp．　br盃hmo　bra盤盈a－

dillante　bhavaり／　Cs．　br亘hm磯hairapyag鼠rbh晦／

　34mano　grasati　ca…｝dranl碑　　Cs．　mano搬ahattattvam－ma】｝G　m緑h盃n　matir　brahma　pOr　buddh恥k薮y衰tir　I≦vara　lti

sm口eh－candra斑a　m〔1aprak尊ib，　atmagu茎｝arp　svas膿inn衰k衰rabh〔玉t段聯㎜ahattattvarp蔑viきya　grasatま／

　35Rmanasy　uparate’dhya乏m裂candra瓢asy縦vatiSlhate　D．，K．：ma照sy　uparate　c互pi（K．　catm五）ca：1dra瓢asyupatl瑛ha－

te　Ca．　manasi瓢ahattattve　uparate　m澱aprak壌graste　sati，衰tm衰hira！3yagarbha転ksetr独行a触calldramasl　mUlaprak嘩v

avati§些hate／　P．のadhy蕊船まという語形は可能か。

　36tarp　tu　Cs．芝arp　candramasam／prakζtisalph五rab　param衰tm勾i巨n巨d　eveti　dhvallayati　mahata　k烈e簸eti／

　37cittarp　Cs．　cittarp　Pradyumn鋤ノ

　38R　k互10　ba韮a阻　D、　Kl．：k烈am　baiam　Cs．　balaln　samkarsanah／
　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ヤ　　　　　　サ　　の　　　ロ

　3gba圭a珊無10　grasati　Ca．　bale　ca　dharm互dharmayorjanakatva甲k烈a　eva　grasati／
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（14）　その時、虚空の音声を賢者は自己の内に置く。それは、未顕現なる最高のブラフマンであ

　　り、永遠にして至高のものである。このようにあらゆる生き物をブラフマンこそが帰滅（さ
　　せる）40。（Cmopkins［Great　Epic］p．183，　fn．1）

（15）　知識よりなる4Σ認識の対象が（bodhya照）、すぐれた自己をもつヨーガ行者によって認識さ

　　れた後、このようにありのままに正しく疑問なく語られた。

（16）　このように創造と二二は（vi噸rasa即k等epau）ブラフマンと（その）未顕現であるが42、それ

　　ぞれ千ユガの始まりにおいて、繰り返し起こる。すなわち（ブラフマンの）昼と夜の（始まり

　　において繰り返し起こる？）。

［226章】（D．234章、8575－8612，K240章）

ヴィヤーサは隔った。

　（1）　生き物の群れについての規定を43、このように私は語った。しかしバラモンの為すべきこ

　　　とについて、それを尋ねる44汝にこれから語るであろう。

　（2）　この者（バラモン）にとって、誕生祭など、（師の家から）戻るまでの、贈物を伴うもろもろ

　　　の儀礼は、ヴェーダを究めたる師のところで行わるべし。

（3）　ヴェーダすべてを学び、師への従順に喜び、師に対し借りなき者（a叩3as）となってから、

　　祭儀を知る者として（師の家から）帰るべし。（C£Olivelle［19931　p。154）

（4）　師によって（帰宅を）承認されたならば、四つのうちの一つの生活様式廊rama）を、身体

　　の解放まで、規定に従って生きるべし。（C£01iveHe［19931　p．154）

（5）　（すなわち、）妻と共に子孫の創造、あるいはまた、森の中か師のところにおける梵行、あ

　　るいは、苦行者のダルマ（という生活様式の選択）によって。（C£Oliveile［19931　p．154）

（6）　しかし、四つの生活様式すべての中で45、家長期が根本であると言われている。なぜなら

　　ば、そこで執着を滅し制御した者は、あらゆる点で完成するからである46。

（7）　子孫を持ち、ヴェーダに通じ、祭式を行い、（このように）神聖な三つの借りから47解放さ

　　れて、それから祭式によって清めらて、他の生活期に入るべきである。（C£MBね．XII．231．2；

　　Olivelle［1993匪p．154；｝lara［1997】p．230，　fn．24）

（8）　地上でもっとも清らかな学問の境地に住すべし。そこにおいて権威たることを求め、そし
　　て、最高の栄誉に到ることを求めるべし。

（9）　偉大な苦行によって、あるいは諸々の学問の完成によって（parapena）、あるいは祭式によっ

　　て、あるいは布施によって、バラモンの栄誉は増大する。

（10）　この世界において、その人に栄誉をつくる名声がある限り48、人（purusa）は善行によって

　　作られた無数の世界を獲得する。

（11）　（彼はヴェーダを）学ばしむべし、学ぶべし。祭らしむべし、かつ祭るべし。決して不正に

　　（vrth巨）受け取るべきでもなく、与えるべきでもない。

　40Pp．：brah鶏alva　pratisa塀cara哲　K．　brahmaiva　pratisa甲harα

　41vidy査maya甲　Cs．　vidy註maya甲param匪tm展照職／

　42brahm斜yakte　「未顕現なるブラフマンの中で」か。
　43b臆tagr盈me　Iliyukta卑　　Ca．　bh通｛ag顕鵜e　nlyukta単salpbaddhalp，　bh戯akartぞk灘al廊rayar磁pam／

P麟am／
44RPτcchate　D．tacc瞬u　K．s亘lppratam
45P　tv・va・躍・・融・・tun・ゆD．，K．：tv　e夢a　dha・ma1画1　sarvesa甲

Cs＿　　1｝iyukta珊

　46稼長期が根本（m亘la）である」ことについては、　MBh，XIL玉84．10，26L7；01ivelle［19931　p．154；Hara11997】

p．225．16，f！｝．10参照。匪6ramaではなく、人生の3っの目標（往三varga）という観点からは、行為の停止編v麺）す

なわちmoksaが根本（mOla）である、と言われている。（C£MBh．Xm235）
　47P　divy艮is　tribhirτ！3aib　D．，K．＝eva獅ais　tribhiり

　48R　asm｝mUoke　kτrtir　ya6aska百　D．，K：asmh｝kτrtir　loke　ya≦aska藍
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　（12）　祭主から49、あるいは弟子から、あるいは少女から、大きな冨がやって来たならば、祭式

　　　を行ない、与えるべきであって、決して一人で得てはならない。

　（13）　この者が家に住むかぎりは、老人、病入、飢えた者たちが、神・歌仙・祖霊・師のために、

　　　（この者の与えるものを）受納する以外に50他に（救いの）道侮tha）はない。

　（14）　隠された苦しみをもつ恋々51、能力に従って生きんと願う人々（b曲h郎顧m）、これらの人々

　　　には、無理をしてでも（ati6akty盃pi）、食物からでも（？）52、品々を（dravy盃nam）与えるべし。

　（15）　尊敬すべき入漁、ふさわしい人々には、与えてならぬものは何もない。ウッチャイヒシュ

　　　ラヴァスという名の（インドラの）馬でさえも、善き人々にとって獲得されるべきものと知ら
　　　れている53。

　（16）　そして勝利した後、言葉に忠実で偉大な誓約をもつカーヴィヤは54、自らの命によって（svaiり

　　　pr的air）バラモンの命を55救い、天界に到った。（C£MBhJ，71）

　（17）　サンクリティの息子ランティデーヴァは、偉大なヴァシシュ肥州に冷水とお湯を56施与し
　　　て、最高の天界に登った。（CfM8h．（D．）XIH．137．6；S6rensen【夏ndex］pp．593－594）

　（18）　思慮深いアートレーヤは、チャンドラとダマなる聖者に対して57、種々の富を施算して、
　　　無限の世界におもむいたのである、彼の大地の王は。（CLMBh．（D．）XIH．1373（？）58）

　（19）　ウシーナラ王の息子シビは、四肢と自らの愛児をバラモンのために施与して、この縫から最
　　　高の天界におもむいた。（C£M髄．（D．）XIH、137．4，　MBh，IH．131，199．　Hopkins［Epic　M楠oIogy】

　　　p．104，V6dic　I面ex　l．王03，　fLp．380；『賢愚経』大正vQL4，　p351）

　（20）　カーシの王プラタルダナは、自分の雪隠をバラモンに施与して、この世でも、あの癒でも、
　　　比類なき名声を得た。（C£MBh．（D．）XIH．1375，　MBh．X1正し131，Vedic　lndex　H．　pp，29－30，212；

　　　r賢愚経』大正voL4　pp，390－392、『撰集再縁経』大正voL4　p，218）

　（2D　デーヴァヴリダは、八本の棒でできた59最高の神力をもつ神聖な金の傘を施与して、国の
　　　民を俘って、天界に昇った。（C£MBh．（D．）Xm．王37，7，　S6rensen晦dexl　p．239．）

　（22）　そしてアトリの子孫、サーンクリティは、属性なきブラフマンを弟子達に教示した後、大き

　　　な威光をもって、この上なき繊界に到った。（C£MBh，（1），）XIH．B7．3；S6rensen［lndex］p．619）

　（23）　威光あるアンバリーシャは、～億～千万頭の牛をバラモンに贈って、国の民を伴って、天
　　　界に昇った60。（C£MBh．（D．）XIII．137．8；S6rcnse巖［lndexl　p．30）

　（24）サーヴィトリーは神聖な二輪を、ジャナメージャヤは身体を、バラモンのために捨て、両
　　　者は最高の世界に赴いた。（C£MBわ．（D．）XIIL　137．9；Sく～rensen［lndexl　p352Jana磁噂aya2）

　49y勾yata垣　　Cs．　y硝ya亀a駆yag蚕rh註〔玉y句am蕊n烈（Cv　adds：y再fiadakS恥蕊r〔やc13a，忌iSyata13　gurudak醜：3互r百pcηa，　kanay註

s諭avarad且ks呈頓r巨peoa／）

　50王≧，D．：prallgrab巨t　K．　ud夏hτ1a阻

51R，K…t・・hit灘・如t駐ゆD．・・t・・hit亘P・・卿t盃ゆC・．　a・t・・h醸bh霞臨y・i｝／C・．　a・t・・h漁bh疑・pt蕊⑳

va重r三bh茎ra峯｝ahξtadravy謎韮葺m／

　52k婬盃d　apl　Cll．　k導翫pakv亘韮｝n盃d　api／　Deussc11：was　maH　aus　seinen　Mittcln　zubereitel　hat

　53K．は次の行を挿入して、三行詩としている。

　　　　　　dattv蕊jag琶ma　prah照do　lok盃n　dcvair　abhi輿ut謎n／

　54R，　K＝anu1∬ya　tath匿k亘vy晦　　D．　anu甫ya　yatha　k亘marp　Ca．Cs．：k震vyal｝9uk臓v田粋歪aprabhaval｝／　D．にはk蕊vya

の語はないので、Gal玉guh，Deussenは、　r言葉に忠実な」（satyasalldha）を（固有）名詞と解している。

　55br謎hmaりapr…i寧亙11　　Cv．　br展hn1ほnapr亘：潭…｝svodaragat＆kac論yab由aspatiputrapr盃1葺n／

　566τtoS唾　S6re魏sen，　Gangu豆i：lukewar斑watcr　Deussell：ka正Ies　uIld　warmes　Wasser　G猟guliとS6re…｝senは

「ぬるま湯」と解しているが、この意味は辞典類では確認できない。

　57P　candradamayorarhator　D．　ce茎｝dramallohy　arhatc　K．　cendradrumHychy　arhate　Ca．　candradamana“viprau／

　58アートレーヤの行なった行為は点く異なっている。当該箇所は以下のようである。

　　　　　　s践tk口a≦ca　tathatreya139iSyebhyo　brHh茎na　nirg瑚，a：酒／

　　　　　　ロpadi話ya芝ada　r角a二業gato　lok亘n　anuttaman／

5gP曜郵a臨阻D．，K：a§ta緬ka叩Ca．　i噸翻亘kar｝皇suvan3arasallpta6a｛a≦a臨m／M・11icr：裏x騨a≦al盈ka，

prob，　w．払for　as些a6a1江ka

　60P，D．：abhyapatad　K．　abh跨gamad　Ayodhyaの王Ambha邸aの物語は、　R蕊！頂ya奪a　l．61－70に見られるが、

この詩簾の内容に一致する記述はない。
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（25）　ヴリシャーダルバ、そしてユヴァーナシュバは61、すべての宝石、愛しき妻達、心地よき住

　　居を施戯して、彼方の世界に昇った。（C蹟MBh．（D．）X照．137．10；S6re駐sen［｛ndex】pp．753，786；

　　Hopkins［Epic　Mythology】pp．139，182）

（26）　バラモンたちのために、ヴィデーハの王ニミは国を、ジャマダグニの子孫は大地を、そし
　　て、ガヤは都市のある大地を施与した。（C£MBh．（D．）XIH．137．11，12；S6rensen［至ndexl　pp303，

　　518）

（27）　パリジャンヤが雨を降らさない時、ヴァシシュタはあらゆる生き物を何度も62（雨を降らせ

　　て）活かした63。造物主が生き物を活かすように。（C£MBh．（D．）XIII．137．13；S6rensen［lndex］

　　P，714；Vettarn　Mani，　Purapic】≡3ncyclQpadedia，　P．836（Vas量輿ha，3－xix））

（28）　カランダマの息子、そして人の王マルッタは64、娘をアンギラスに施与して、すぐに天界
　　に赴いた。（C£MBh．（D．）XIIL137．16；S6rensen［王ndex】dp．471）

（29）　パンチャーラの王、英知ある者の中で最もすぐれたブラフマダッタは、すぐれた再生族

　　のために宝物である貝を侮dh麺蜘kha⑪施与し、諸々の世界を獲得した。（C£MBh．（D，）

　　XIIL　137．17；S6rensen［lndexldp．154）

（30）　ミトラサ四王もまた、偉大なヴァシシュタに愛しきマダヤンティーを施して、彼女と共
　　に天界に赴いた65。（C£MBh，L173（Mitrasaha），113．21－22（MadayantD；Mβh．（D．）Xm．137．18；

　　Sδrensenflndcx】P．480）

（31）　大きな栄光をもつ心当サハスラジットは、望ましき（自らの）命をバラモンのために捨て、
　　諸々の無上の樵界に澄いた。（C£MBh．（D．）XHL137．20；S6rensen【lndexl　p，607）

（32）　大地の主シャタドユムナは、あらゆる好ましき物で満ちた黄金の邸宅をムドガラに与えて、
　　天界に終いた。（C£MBh．（D．）XIII．13721；S6rensen［lndexi　p．197）

（33）　ドユティマーンという名の、名前からして（癩mna）威光あるシャールヴァの王は、リチー

　　華燭に国を施与して、諸々の無上の世界に赴いた。（C£MBh．（D．）XIII．137．23；S6rensen［1磁exl

　　pp．284（Dy畷maβ），600（球。旗a））

（34）　王仙マディラーシュヴァは、ほっそりとした（自分の）娘をヒラニヤハスタ仙に与え、神々

　　によって讃えられた諸々の世界に赴いた。（CεMBh，（D．）Xm．137．24；S6rense曜ndexl　pp．324，

　　451）

（35）　威光ある激辛ローマパーダは、娘のシャーンターをリシヤシュリンが仙に施与して、あら
　　ゆる望ましき物を数多く得・た。（C£MBh．（D．）XIH．137．25；S6rensen［lndex｝PP．448，601）

（36）　大威光あるプラセーナジット王は、仔牛を伴った十万頭の牛を与えて66、この上なき世界
　　に赴いた。（C£MBh．（D．）XIIL　13727；S6renscロ1短dexl　p560）

（37）　これらのまた他の多くの、偉大な、修養を積んだ心をもち、感官を制御した人々が、布施
　　によって、そして苦行によって67天界に赴いた。（CLMBh，（D，）XIH、137．28）

（38）　大1鞄がある限り、彼らの名誉は揺るがない（p傭帥i励。布施・祭式・子孫の創造によって、

　　実にこれらの人々は天界を得たのである。（C£MBh．（D．）Xm．137．29ab，30cd）

　6LR　v馨置da∫bho　yuv…毫11巨≦va海　　D．　vτ寧亘darbhiyuv亘n亘Sva麺　　　K．v終亘darvir　yuv亘11亘≦va垣　　　S6rense｝1［11玉dexl　P．786：

PCR（oy）conllects　Y（uv互ll盃≦va）with　V睡darbhi，　but　probably　wrongly；　Ybvan訴aの名は、　M盃ndh白月王の父と

して、距m巨yal｝al．7025に挙げられている。

　62P㌧c匪sa晦　　 1）．，KL：bh廼tak4

　63」τv讐y蓑m釜sa　Ca．卸颪y蕊m匪sa　pr勾亘p且tir　iva　v鯉y巨／　Cp．　megho　bh逗毛v盃v塵ya／

　麟R，K．：騰arutto　I1胆atis　D．　k顕tm亘marutas　この部分、　M8h．（D．）XII1，137．16では’av晦itゆsut且1｝となって

いる。

　65料理に怒ったVasi51ha鶴をMaday綴頭妃が慰める物語は、　Ra漁ya照VII．65にあるが、王の名はSaud互saと

なっており、内容もこの詩簾の記述とは異なっている。

　66M8h．（D．）X綴．13727ではバギーラタ王がコーハラ織に与えた、となっている。
　67P，（D．＞XIII．137，28、：tapas展ca　ha　D．，K．：1ap2saiva　ca
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至227章｝（D，235章、　8613－8644，K．241章1）

ヴィヤーサは言った。

　σ）　もろもろのヴェーダに述べられた三種の学問を68考究すべし。そして（atha）（ヴェーダ）支
　　　分から69（考究すべし）。リグヴェーダとサーマヴェーダの音と文字によって70、そしてヤジュ

　　　ルヴェーダとアタルヴァヴェーダの（音と文字によって）。

　（2）　ヴェーダの文章に通じたる者、そして大我に通じたる者は、真実を保ち（s譲vavanto）卓越

　　　した者として、（生き物の）生成必滅を見通す71。

　（3）　まことに再生族は、このようにダルマによって生きるべし。諸々の祭式を賢者のごとく行

　　　うべし。生き物を害することなく、生計を得ることを願うべし。（C£MBh．XH．22725）

　（4）　善き入隅より知識を伝えられ、学識あり、盤興に通じ、自らのダルマに従って世間での行

　　　為を行い、約束を守り72、

　（5）　家を継承した再生族たる彼の者は、これら六種の行為に73住する。そして常に信仰あつく

　　　五種の祭式によって74祭るべし。

　（6）　バラモンたる者は、堅忍をもち、渦動なく、調御し、ダルマを知り、活力に満ち②醗avan）、

　　　歓喜・恐怖・怒りを滅して75、溝落することはない。（聯MBh．XII227．6）

　（7）　布施、ヴェーダ学習、祭式、苦行、蓋恥、正直、自制、これらによって（彼は）威光を増大
　　　させ76、罪を取り亘る。（C盆MBh．XH．232．11ab）

　（8）　罪を除き、英知をもち、軽い食事をとり、感宮を制御し、愛欲と怒りを支配し、ブラフマ
　　　ンの足跡をたどらんと願うべし。（C£MBh．XH．232．12）

　（9）　諸々の祭火とバラモンを讃えるべし。そして神々を礼拝すべし。他人を傷つけるη言葉と

　　　アダルマと結びついた殺生を避けるべし。（CLMBh．XH．232．8）

　（10）　これがバラモンの振舞いと昔から78規定されている。知識の伝承に従ってGha⑫gamena）行

　　　為を行うならば、（バラモンは）行為において完成する。（C£MBh．XH．227．29，230．1）

　α1）　五感を水とし、写字を岸とし、怒りを泥とする、恐ろしい、渡るに難しく征服しがたき川

　　　を、知恵ある者は渡る。

　（12）　愛欲と怒りによってかき立てられ、常に極めて惑乱するような79世界、そして麹性の流れ
　　　によって80生成する世界は、規範によって定められた（vidhid嬉ena）妨げるものなき大きな力

　　　によって絶えず運び去られる。

　（王3）　σiiに喩えれば）時を水とし、年を絶えざる渦とし、月を波とし、季節を流勢とし、半月を

　　　（水辺の）黄遠い草と（他の）草々とする（？）81大きな（力によって）、

　68P謹ray而dy五m　D．，K．：trayτrp　vidy潰斑　Cs．　trayMdy且肌akar亘divar1，atrayatmik資堕pra照vavidy盃m／

　69P，D．：ath互1iga［ai｝　　K．　u猛anlat翫【p　ga£a春

70－Varη…喚肛・t・Ca．・聞｝盃t・Varat的，　ak麟t　vy・両an五t／

　7LD．とK．は次の1行を挿入しab句としている。

　　　　　　毛ISIhaty　eLeSu　bhaga畷n　Sa些su　karmasu　sarpsthita）

　72P，生oke　kurv盃］，ah　sa毛yasarpgara辱　D．　Loke　kar鴇asa銭vasthasaやcar的　　K．　kurv融晦so’py　asa唄（ara辱

　73Sa套su　karmasu　Cs．興s這karlnasu，　ad銭yaya玉玉蚕dhy藪pan釜di脚／

　74pa働abh晦satatalp　y瑚銭a恥　五種の内容について、　N．は何も記していない。　De慧sse鍍は、　Die　fU鍛f　Opfer［a芸｝

G6伽鵡恥hl’s　V翫r，　Meashe皿und　Tiere｝としている。　Gangullは、　he　sho灘worshlp芝he　dei飴s　imhe痘ve　we11－kno㈱

sacrl痴esと訳しているのみ。

　75R　Vftaha聯abhayakrodho　D．，K：v甕aharSamadakrodho

　76R，D．：vardhayate　K．　vivardha毛e　MBh、XIL232．11abではRもvivardha毛eと読んでいる。

　77王λra頭単　D．　ruぎ蜘　K，蜘mp

78P，K．：P口rvatar冠D．　P伽謎gata　Ca．　P職t顧atim・khy匪／

　79R　k且mamany溢ddhata琴｝yat　sy亘t韮｝ltyam　atyalltamohitam　D．，K，：k烈am　ablly婆dya韮a穆勲a勇yemlityam　aty鋤tamoha一

ユ　　

80・vabhava…tas五C・．　svab簸盃・・sr・tas亘・v了yava（？）gbhav了yav嚢・anay匪sr・taseva／

　81pakSo韮apa⑳ena　Ca．　upa韮arp　harita単，購aやs密醸11yam／　Deusse11：Buschwerk　und　Graser
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σ4）　陰の開閉の瞬間を泡とし、昼夜を速さとし、愛欲を恐ろしい鰐とし、ヴェーダと祭式を舟

　　とする（大きなカによって）、

（15）　ダルマを生き物にとっての島とし、財産と欲望を轟音とし82、天則と階梯を岸とし83、障

　　害という木片を運ぶ84（大きなカによって）、

（16）　世界期を海の激流の中央とし、そして、ブラフマンから生じた85（大きなカによって）、創

　　造者は創造された生き物をヤマの住居に引き込むのである。

σ7）　かくして、確固とした賢者たちは、（この川を）英知からなる舟によって渡る。舟をもたぬ

　　思慮なき者たちには、一体何ができようか。

（18）　英知ある者は渡ることができるが、他の者は渡らない、ということは的を得ている（up紐

　　pan餓m）。なぜならば、英知ある者は、遠くから徳と欠点とをあらゆる点において観察する

　　からである。

（19）　疑いをもち86、欲望をもち、心散漫にして思慮浅き、英知なき者は渡らない。なぜならば、

　　座したる者は進まないからである。

（20）　急なく（流れに）運ばれて行く者は87、大きな罪に近づく88。愛欲の鰐に捕らえられた者に

　　とっては、知識も舟ではない。

（2D　それ故、浮上する（u臓n鋤ana）ために賢者は努めるべし。彼がバラモンとなる時、彼は（水

　　面に）浮上するであろう。（C£Brh．　U、4，4．23）

（22）　三種の清浄さをもつ家系に生まれ89、三種の疑問をもち、三種の行為を行う者はgo、その

　　故に、浮上し、英知によって正しく（川を）渡るであろう91。

（23）　清められ、調御し、抑制し、自己を完成した英知ある者は、すぐに（ananIarのこの世でも

　　あの世でも成就する（siddhi）。

（24）　家長は（gτhavan）、これらの人々の中で、怒らず妬みなく生活すべし92。（その者は）獣肉を

　　食べる者として（vighas諭）、常に五種の祭式を祭るべし。

（25）　善き人々の振舞いに従って生きるべし。賢者のごとくもろもろの祭式を93行うべし。ダル

　　マを94害することなく、非難されざる生計を得ることを願うべし。（C£MBh．XH．2273）

　82P，K．：a疑hak騒mar＆ve13a　D．　arlha濫瓢n句alella　Ca．」組elユa，　ati≦τtatv置d　dustare1ヌa／

83
ﾔas・卿aIτ脚D．，K．脚v蕊hm（）k頗re孕a

　84vihi甲S盃tarU噸hi睡摺の流れに浮かぶtaru（「木片」）は、生き物に危害を繍えるということか。しかし、木

片は、川で流されている生き物がすがる物、と考えることもでき、その場合にはah即saの方が理鯉しゃすい。
Gallguliはこの語をbellevolcnceと解している（中村li998｝はこれに従っている）が、可能か。　Deusse：夏：der　die
Sch員digu119ell　a正s　Baums戯mme　mil　sich　f尊hrt　Gaaguli：benevolence　for　thc　trees　tha岨oat烈。！】g　it．さらに、脚注

で、W伽∫α一；灘脚励加αis・having　benevoLence　for　the建ees乳ha田oat　o1撤s　wateL’と述べている。

　85brahmaPr亘yabhavena　C鐸玉．，Cs，：brahmapr蓑ya紘ave星1＆brahm誼aryabh軌cna／　「ブラフマンから生成消滅する」

という意嘘か。Dcussen：desscll　V6rgang　ulld　Enlshehe璽1　aus　I3rahman　isI．

　86P，　sa耳皇ぎay翫rn護sa　　1）．　saq16aya甲sa　tu　　Iく、　saτP歪ay藪t　tU　sa

87P　uhy・蘭1・D，K．：Hluhyam蚕n・

　88P　adhigaccha｛i　　D，　n三yacchati　　K．11a　gaccha乳i

　89R，K．：try盆vad亘te　kule　j屡Las　　亙）．　avad騒te孚u　sa監挿亘tas　　C盆．　t嬬到ヌy且va（戴掘ni　vldyayonikarm総〔廼p亘1Ji　yasya／　　Cp．

br＝Ihn玉apas　trI田valllau｝d｝air　alnale／

90曾is騨dchas　C・．　t・1・a恥d・h・駄・aharぎ・，　k・亀h・・！1鋤晦数ella　b・ddh・1｝；1毛i　mum晦・蝕・・叩d・h・t・ayam／C・．蜘・

adhy匪pa照y勾艮napratigraheSu　sa甲dehav巨n，　tatr嚢pra瞭ta駐／trikarma嫁s畷dhy護yay勾anad撫a欺t／　Cp．　nityanaimlt－

tlka蜘nye閃sa瞬eha取／　tris謎Kpdeわaについて、　Ca．は「解脱に向かわせる三種の疑問」、Cn．はジ学翌させるこ

と、祭式を行なわせること、ものを受け取ることの三種を行なわないこと」と解釈しているが、はっきりしない。
　91Pnistaret　p的触y蔑yath置　D．，K．：pr句猶ay蕊nlstared　yath翫

　92R　vartate　D，K，　v罎eta　Pは、現在形でop〔ativeの意味で用いている、と理解すべきか。（CL　DelbrUck，

A韮tindische　Sy星畑x，　p，279）Mee照kshiはこのような用例に言及していない。（C£K．Mee照kshi，鷲plc　Syntax，　New

Delhi，1983）

　93Pkriy的　　D．．K．＝kriy盃甲

　94P　dharmasya　D．，K．＝10kasya
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（26）　天啓聖典と（世俗的）知識（v嫡ana）と真理を知り、振舞いに通じた賢者は95、自らのダルマ

　　に従って祭式を行ない、行為に関して（？karm噸）種姓の混合を行なわない。

（27）　祭式を行い、信仰篤く、布施を行い96、妬みなく英知あり97、ダルマとアダルマとの絹違

　　を知る者は、あらゆる越えがたきものを越える。

（28）　バラモンたる者は、堅忍をもち、迷舌』なく、調御し、ダルマを知り、活力に満ち、歓喜・

　　恐怖・怒りを滅して98、消沈することはない。（CtMBh．XH．227．6）

（29）　これがバラモンの振舞いと昔から99規定されている。（この）知識を得でoo行為を行うなら

　　ば、あらゆる点で成就するLo1。（αM3h，XIL227．10，230．1）

（30）　賢者ならざる者はダルマを願いつつもアダルマを行う102。あるいは、ダルマがアダルマの

　　ように見えるのを103愁えながら（まocann　iva）（ダルマを）行う。

（31）　「私はダルマを行う」といってアダルマを行い、そして、アダルマを望んでダルマを行
　　う。（このような）愚かな医者は（deh励、二つの行為を知ることなく、生まれては105死ぬので

　　ある。

1228章｝正06（D236章，、8645－8697，　K，242章1）

ヴィヤーサは言った。

　（D　さて、もしこのことを正しいと思い、そして心から憎むならば107、（流れにおいて）浮かび

　　　つつまた沈みっつも、知識を得、舟を得るであろう（C£Hopkins［Grcat　Epic】p．189）。

　（2）　英知によって作られた舟によって、堅固な人々は108知恵なき者を渡らせる。知恵なき者は、

　　　他の者にせよ自分にせよ、決して渡らせることはない。

　（3）　欠点を断ち、ヨーガに集中する109聖者は十二を繋ぎとめるべしHO。行為を安楽とする十の
　　　対象を、獲得と喪失を恐れることなく（繋ぎとめるべし（？））川。

95玉㍉玉）．・頭蕊・盃・・vl・・ks・麟K．≦i頭・羅・・vi・・ks・拗

　961之cad羅t衰　D．，K．＝hida：ユtah

　97R，K．：pr勾匠。　　K．　pr亘yo

　98Pl　vTtaharSabhayakrodho　　　I）．，K，：vτtahar＄auladakrodhQ

　ggR　pUrvatar亘v轡ir　D．，K．：pur亘tanT　v解Iir　Ca．　POrvatar亘atimukhy亘／

100R　j簡navittveaa　D．」勲韮｝avattve！｝a　K．　j簡navτddhyaiva

lolsk玉hya正三　　C且．　uφannata経v勾fiane蓋｝a　ki玉τ1　hcyarr［ka」rIna／ncty亘ha／

Lo2P　karoαh蕊vicak睾apaり　王）．，K：karotl　hy　avic廷kSa1，aり　hiはsandlliによって語がつながるのを防いでいるの

で、D．，K．の読みは、誤読を防ぐために勲のihaを変更したと見なすことができよう。
103｝≧〔至ha」ma耳l　cadar薮｝asarpka6a町1　　D，，K．＝〔i｝1arrna裏難v簾da」rmasalpk置蓉alP

l（翼R，K＝擁lah　D．　abala13

105R，D．＝saj盃yate　K．　saπ両亘yate

…06vv．4cδ一19，27－38についてはEdgerton［19651　p．264－266に爽訳がある。

1〔｝7王≧dru難yeta　I皿anasa毛ath哀　　1＞，KL：uhyeta　srotas誕ya乳h嚢

108王㍉K．：pr勾琵ay翫nirτn証airdh了τ嚢s　I）．　pr㊤猶ay箕撮≦ci縦dh㌃展s

IO9王≧yo9盃n　yukto　D．　yogall　mukto　K．　yogayukto

uo凾浮・|嚢a（圭v盃da≦a　　Ca．，Cp，：（至v盃da自a　yog亘；裏“｝a獄Qniyamanapr徒k言r羅n（Cp．　da忌elldriyarnanobuddhiniyalna五akミa：，a…｝）／

Cn．　（玉v嚢da6a　de≦ad可貰｝／　　Cs，　鍾a【Trasya　llavadvゑre籔k廷鍾a！P，　tvakp籔障yoりv蕊yu町1，　ja些hr且9nau　cak等uS孟agnirp，　rudhi－

r銭dldrave　ja畳a甲，　v溢hy蕊di孚u　bh嚢mゆmanasl　candra甲，≦rotre　di恵aり，　p盃dayoh　upendra甲，　v蕊ci　ag1蔵蜘，　gude　pi芝ara甲，

mcpφhrc　pr…嘔pat晦dhy註yc毛一et¢dv記a忌a　yog盃13／tath五ca　manuり（Manu　l　2．120－121）／　Cv．　dv譲d誌a－y寧nadi－

Sa聖kar噸pi　karn亘dl蜘varga醜rah…汰hya脚karm五pi，　sn盃na餓catapaセsatyaday漁k頭khy盃…｝擁Sa重訂蘭りi／Deusse1・

はSvet　U2．8の参照を指示して、　Leib，　Mallas，　Si1｝neを12としている。　Hopkl韮｝sは1）．に従って、　de蕗，　karma，

aIlu煎ga，　artha，　u餌ya，　ap廼a，　nl≦clta，　ca齢u，ah撤a，　sa蝉盃ra，　mallas，　dar6a；1aを玉2としている。（CfHopkins［190三l

p349）この読みはPとは全く異なっている。　mcのda§a以下4abまでが読みにくい理由として、　D．の、内容・
語形とも脈絡のはっきりしない重2項目（Hopkins：i：1　a£rcc　vcrsloll　of　thc　Iext’s　free　sylltax）を、　de≦aに似たda≦a

という数詞を用いて再構成しようとしたという可能性が考えられる。卦玉opkinsはそれぞれの項目に種々の語を補

いっっ理解を試みている。
lllRda§a　kaぼmasukhan　arIh瓦n　up夏y衰p議yanirbhayaむ　　亙）．　deヨakar玉n盃nur嚢g漏出護韮玉up蕊y窪paya韮｝i恵cayal）　　K．（玉a忌akar搬a－

sukh夏11　ar重h亘n　ul）盃y羅P夏ya1｝恕kriyaり　　Cs．　upay＝｛P夏yani§kriya毎，夏d員na芝yagayor　av奮e夢a摯ノ
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　　（4）　眼の振舞いを知る（？）賢者は112、心（manas）によって、そして、観察によって（？dar≦anena）（繋

　　　ぎとめるべし？）。最高の知識を願う者は、意識（buddhi）によって欝葉と心を制御すべし。自

　　　己の寂静を願う者は、自己の知識によって自己を113制御すべし。

　　（5）　これらを観察する者ならば、邪悪な者であっても、ヴエーダをすべて知る者も、あるいは、

　　　讃歌を知らず、低踊せぬ者も、

　（6）　ダルマにかなった信仰者も、最も悪しき罪を為す者も、あるいは又人中の虎、あるいは臆

　　　病者であってもl14、

　（7）　渡るのが極めて困難な老死の海を渡るのである。このように、このヨーガによって、専心

　　　して唯一のものにH5集中するならば、（音声のブラフマンを）知らんと欲していても、音声の

　　　ブラフマンを超えるのである（≦abdabrahm蘭vartate）。（Cmopkins［Great　Epicl　p90，　fh2）

　（8）　ダルマを座席とし116、蓋恥を手すりとし、獲得・喪失を韓とし田、吸気を車軸とし、呼気

　　　を範としH8、英知と寿命と霊魂g了Va）を手綱とし、

　（9）　意識を御車席としH9、姿善く、善行の受納（盃。巨ra－graha）という輪ふちをもち、視覚と触感

　　　とを肩押材とし、三三と聴覚とを馬（引く動物）とし、

　（10）　英知を毅とし、あらゆる聖典（tantτa）を鞭とし（C£Hopki鷺s［Great　Bpic］p，117，　fn，2）、知識

　　　を御車：とし、知閏者に支配され120、竪固で、信仰と自鰯を待者とし，

　（11）　棄却の道を進み121、めでたき、清浄に向かい、禅定を領域とする、霊魂GiVa）によって繋

　　　がれた神聖な四輪車は、ブラフマンの世界において輝く。

　（12）　さて、急いでこのような四輪車を繋ぐのを望み、不滅のもの（a細ralp）に達することを意

　　　図する者に対して、その方法を簡潔に語るであろう。（Cmopkins［1901］p．349，　f難．1）

　（13）　言葉を制御する者は、（次の詩節の）七種すべての保持（dh盃rap巨）に達する。そして、他に

　　　背後や側面からの122同数の123（補助的な）保持（pradh至apのに（達する）正24。（C£Hopkins［19011

　　　P351）

　（14）　順番に、地の支配、風の支配、虚空の、そして水の乏25、火の、自我意識の、理性の支配に

　　　（諭する）。

　（15）　そして、未顕現のもの（avyak重a）の支配にも順に到達する。これらの（順次獲得した）力126を

　　　持つものは（yasya）、またヨーガによって集中する美27。

　（16）　さて、ヨーガに集中し、自己において成就を見る者は128、微細さから抽出されて（？）129次

　　　のような姿を見せるであろゲ30。

u2P　cak§ur亘。亘ravi1pr再鋲。　D．　cakSurまh翫asa叩hair　K，　cak興r亘。置rasa琴〕gr亘harair

l13蕊勲き照m　C1・．，Cs．，CM：巨tm亘nam　buddhim／

桝P噸klalbyadh亘r瓶　D．嘔kle6ad緬ri繍　K，　vaik韮avyad臨rap晦　D．のkle6aの用佛についてはHopkins【1901】

P339参照。
115P’Pヌekam　a：慧at鋤　　D”K：hy　evam　antataり

1…6d溢ar盤opastho　Ca．　upasIho　rathamadhyam／

監孟7up亘y亘p亘yakOva∫aな　　CI1．　k疲varau　dh面rdal｝弓au／

H8a卿頁k鋤C・．　ak鱒。慮・dh…官・k・船縁h＆m／

Hgceta漁ba：1dhura忌　Ca．　bandhurarp　s匪rathisth颪aam／

L20k瞬廟dhi蜘・C£J・h蓬・s繊【19371岬
L21P　ty五gavartm匪11uga尊　D．　tyagaS登kSm歪11ug的　　K．　ty護garaきmyaRU壌碕

122 o馨些hatah　P盆≦ivata忌　　Ca．　Pζ構haIa球P数鍾vata　lti／et羅駐sapta　pradh衰11abhロt蚕㎏　≦eS匪s　tu　Pτ輿hata　iva　p置r忌vata　iva

gauηyo　manoniyamanam亘traphal註り／

123R　c麟y議y展vatyas　D．，K，：c嚢ny巨s　t亘vatyas

圭24垂窒≠р・繧＃J衰睡　　Ca．　mokSasy蕊hatya　s衰dhik亘奪sapte乳i　bhava13／ata　eva≦e串aなpradh血aりaれ／

正25 垂≠凾≠刀@Cn．　payab　Payasa境alasya／＄a輿hyaエthe　pratham蕊／

L26vi｝彌〔㎜a恒　　Ca．　viham的udyamavl忌e麟睡／　Cn．　a熈bhavakram雄／　Edgerton【19651　powers

127P．，K：tath薮yu敷無e　sa　yQgata虹　D．　ta癒展yukteSu　yQgata辱

…28王）lathasya　yogayuktasya　　至）．　Iath澄yogasya　yuktasya　　K．　ta｛h蕊sya　yogayuktasya

蓋2gR　nifmathyほmana毎s再kSma圭v亘d　D．，K．：nirmucyam亘11的s通k5mat噸d

BOR　darまayet　1）．，K．：paヨyata琢
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131R，1く」：　tatraivat蒲ani

と取ることが可能であろう。

132vahnirOpaql　Cs．　v曲宣1iゆa単pihga1・w麟！

133p　tasminn　upara｛e　c衰sya　p難avas1ravad　iSyate　D．芝as膿1田1　uparaIe弓。’sya　Plta言ast「ab　P「ak五蓉ate　K．　tasml譲n

uひara£e　c護sya　v蕊yavya単s自kSma蒲avyayam　　Cn．　Plta≦astrava毛一P薫厩gl夏蔽…1i糞asIravad　vlcchedakatvad　vζk面9搬a－

parvat亘dlni蓉as｛r嚢韮ji　yella｛advat／

正34R　Ur頃画pasavar1，a叩ca　tasya撤paτP　Praka葺ate　　D．　Or顛rOpasavarl⊃asya　tasya癒P且甲prak奮ale　　K．　r巨pa甲

praka≦ate　tasya　p1毛avasU’avad　avyayarほ

135P　sUkSmam　apy寧b　D．　sOk興旦m　apy　uta　K．　so’halpk亘re　praka≦ate　K．はこの八節の前に次の2行を挿入

している。

　　　　　　tas趨｝111n　uparate　rUpam盈k奮asaya　prak奮ate／

　　　　　　tasml難n　up継a毛e　c盃sya　bud曲1ゆa恥pra臨ate／
136ヨvet巨rp　gat加ga毛v衰　Ca．マet巨m　up置dhl甜箋｝y蕊単物pam衰硬apratillirmal盃m　iti　v盃／

137P，D．：a6ukla甲　　K．　su≦u雑arp

138月目saukSmyarn　avyakta甲brahma尊。’sya　val　D．，Kl．：sauk寧myam　apy　ukta甲br巨hma亘，asya　vai

13gP画hivai≦v継ye　D．，K・panhi・・i餓y・恥
140PL，K．：sζ輿ir　i興置v重（玉hTyate　　I）．　sr碑ir　aむ二a　vidh了yate

141P　smrtah　D．　K．：言rutih
　　　コ　　　ロ　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　ロ

142P　pra螂yate　D．，K．：pra臨atc

143Pvar13at・帥ya韮cc且pi　D．var脚g吻鍵ec巨pi
幽R，D．：c蚕pi　kam亘t　pibati　c奮ay珈　　K．　c五psu　nゆ雄pibati　c麓ay議　Ca．　samudr鼓d了11置≦ray盃n／

145R㎏sn展　　Cs．　k撰sn五saぼv縦vy五pi肛／

146｝≧vy田（hy巨胆　　D．，K．＝vidy盃IP

147F　vyaktama頭p　caiva　sa群khy鋤1　P酒rva恥　D．　vyak芝amaya！難caiva　s鋤｝khye　pOrvalp　K．　vyakta斑ayarp　calva

S御khy蓑P溢rva1P

（17）　あたかも冬、空に広がった微細な霧のように、体から解放された者の最初の姿は存在する。

（18）　そして（そのような）霧が終ると、第二の姿が見られる。（人が）虚空に水の形を見るのと同

　　様に、自己において131（水の形を）見る。

（19）　さらに水がまると、火の形が正32現われる。それ（水）が消えた時、彼には（？casyaヨーギン

　　か）黄色い布のように133思われる、離毛の形に似たそ（の火）の姿が現われる餌。

（20）　そして、火面aり）が垂35白い状態になった後B6、微細な風が（生じる？）。このバラモンの意

　　識には、白くなく137形のない（avyakta）微細さが（生じる？）138。

（21）　これらが生じた者に生じるもろもろの果報について私の言うことを開くべし。（これらが）生

　　じた者にとっては、地上のものを自在にするB9創造（力）がふさわしいと規定されている鴎。

（22）　あたかも造物主のように、彼は動かずに、体から、あるいは指と親指のみによって、ある

　　いは、手足によって、生き物を創造する。

（23）　風の属性（となった者）は一人で地を震動させる、と伝えられている圃。虚空となった者

　　は、虚空の中に、同じ色のゆえに、消える襯。

（24）　（地水としての彼は）｛飽によって知覚される監43。そしてまた、意のままに諸々の器を呑み干

　　す圏。そして火として（の彼は）、その姿は見られることはなく、消えてしまう。

（25）　自我意識が征服された時、これら五種（の元素）は、支配されるであろう。そして、統覚

　　（繍ddhi）が征服されたとき、六種（の支配）がアートマンに生じる。

（26）　欠点なき完全な監45輝きが彼に到る。そして、顕現したもの（vyaktam）は未顕現のアートマ

　　ンに達する。

（27）　世聞がそこから生じ、顕現と名づけられるもの、すなわち未顕現についての説明をL46私か

　　ら詳しく聞くべし。岡崎に、顕現に関する考察を、まず147私から聞くべし。

（28）　ヨーガとサーンキヤにおいて、満者に等しい二十五原理について、そして（両者の）相違に

　　ついて、私の言うことを聞くべし。

（29）　誕生し、成長し、老い、死ぬという四つの特徴と結びついたものが、顕現したものと言わ
　　れている。（C£恥ddhac3rita　12．22，　Hopkins［1901－2】p．388）
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（30）　それとは逆のものが未顕現と言われ、アートマンは二種であるど48、ヴェーダにおいても

　　教義書においてもΣ49言われている。

（31）　四つの特徴より生じたものは別に150四つの集合と呼ばれる151。顕現したものは、未顕現よ

　　り生じ、他方（未顕現）は意識をもつ至52。サットヴァと知照者というようにL53この両者は示

　　されることもある正54。

（32）　ヴェーダにおける二種のアートマンは、諸々の外的繋象に引き付けられている旦55。外的対

　　象から退くことが、サーンキヤの成就の特徴である。（CL｝菱opkins［19011p．346）

（33）　（成就した者は）「私のものまという意識がなく、自我意識なく、対立なく、疑いを断ち切

　　り、怒らず、憎まず、偽って称賛を語らない。（CmhG．245；Hopkins［Greatβpic】p．！14，fh．1；

　　Edgerto職［19651　P．266，　f鷺．L）

（34）　（彼は）怒鳴られ、殴られても、慈悲によって、悪しきことを考えない。言葉の杖・行為・
　　心というL56三種（の攻撃）を行なわない。（C£撫as119221i　p．42，　No，803）

（35）　（彼は）あらゆる生き物に対して等しく、ブラフマンに近づく。彼は何も望まず、望みがな

　　いこともないが、生命維持のみに留めている（y琶tr巨matravyavasthita｝3）。

（36）　望みを陰雲、普しみなく、抑制し、活動的でなく、拒否するのでもない圭57。この者の感官

　　は多くの先端をもたず、願望は限度を越えて放たれない158。彼はあらゆる生き物に危害を加

　　えない。このようにしてサーンキヤに従う者は解脱する159。

（37）　さて、どうずればヨーガによって解放されるか、私の言うことを聞くべし。ヨーガの自在
　　力を超え、（世間を？）超えた者はL60、解脱するであろう圏。

（38）　以上のように心に生じた悟りについて162汝に語られた。この点に疑いはない。かくして対

　　立なく存在し、ブラフマンに至る。

148dv護v銭t【n農nau　　N．　dvau　jτve≦varau／

矯gve（至e婁u　sid（玉h衰11te与u　　N．　vedesμkarrna1（蕊13（重eSu　y勾anユ盃no　ya嘆avya‘ca　tena　ya鑓avya（ieva乱蓑y蕊≦cctantvan｝anic－

cha斑。煎m御sak飾parおt亘）slddhante興ved亘nte響u　siddh盈ntaについてはHopklns［Great　Hpic］p．117，f駐．2参
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L59D．，K．は王λ36cdとefの聞に次の3行を挿入している
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niskr融｝atiの瞬的語が明確でない。

雌サーンキヤとヨーガの片違については、Hopkins［Great　Epic】pp．113414参照。「ヨーガの自在力（yoga－ai6varya＞」

はMBh，XII，289．24－29に詳述されている。（Cmdgerto11［1965】p．266，fn．2）
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